
第６４回札幌市民スポーツ大会 カーリング競技 
《競技要項》 

 ○共通 

１． 競技ルールについては（公社）日本カーリング協会競技規則に準ずる。 

２． 試合開始前のストーンの投石練習は禁止とする。 

３． 先攻後攻及び石の選択はトスで決める。 

４． 予選、決勝トーナメントとも4エンドまたは60分とする。ただし試合終了10分前にコールするの

で、そのエンドで終了すること。 

５． エンドの成立とは先攻側リードの一投目が投球側のティーラインに到達した時点をいう。 

６． セルフジャッジを基本とする。計測が必要なときは両チームのスキップが計測と確認を行う。

（計測ができない場合は大会運営者を呼ぶこと。） 

７． 競技は原則４名で行う。審判長が認めた場合は試合当初から３人で試合することを可とする。 

８． 登録選手について試合中の交代は可とするが、復帰は認められない。選手が交代することを相

手チームのスキップに伝える。 

９． 競技に関する事項の決定は札幌カーリング協会競技部が行い、審判長の決定をもって最終判断

とする。 

 ○予選ブロック 

 【順位の決定方法】 

  １．予選はブロック内ではなく全体で順位を決定する。 

  ２．全体の順位は勝ち点により判定する。（勝ち3点、引分け1点、負け0点） 

  ３．勝ち点で順位が付けられない場合は、ＬＳＤの合計値が少ない順に順位を決定する。 

  ４．最終エンドで同点の場合、エキストラエンドは行わない。 

【試合進行について】 

 速やかな試合進行のため、各チームは試合開始５分程度前には会場内に集まること。 

【補足／予選リーグで行う試合後ＬＳＤについて】 

１．各試合終了後に各チーム１投のＬＳＤを投じ、記録を行う。 

※つまり予選ブロックでは合計３投の記録がなされ、勝ち点が同点の場合の順位付けに使用され 

る。 

２．ＬＳＤは、試合ごとに異なるプレイヤーが投球すること。投球方向は問わない。 

 

○決勝トーナメント 

  １．予選ブロックの結果、上位26チームが決勝トーナメントに進出する。１位～４位は優勝トーナ

メント、５位～８位は２位トーナメント、９位～12位は３位トーナメント、13位～26位は２位

（チーム）ずつ４位～10位の順位決定戦にそれぞれ進むことになる。 



※決勝トーナメントの枠決めについては、別紙決勝トーナメント表参照。 

  ２．最終エンドが同点の場合は各チーム１投によるＬＳＤを行い距離の短い方を勝者とする。 

  

○その他連絡事項 

  １．新型コロナウィルス拡大防止対策のため、会場への入退出時には備え付けのアルコールなどに

よる消毒にご協力をお願いします。マスクの着用については、参加者個人の判断に委ねます。 

  ２．各チームとも自身の最初の試合前に受付をすること。 

  ３．試合開始時刻に遅れないように、時間に余裕を持って会場に集合すること。 

 

以上 


